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海外都市照明調査  台湾  台北＆台中
2023.10.30 - 11.04　渡邊元樹＋木村光

■台北と台中

台湾の首都「台北」は台北 101 など世界的

な超高層建築や、歴史的な建築を残した街並

みが特徴的である。新たな建築だけでなく、

既存建築のリノベーションなども多くみられ、

新旧が混ざり合った都市を構築している。

「台中」は台北に集中し過ぎた一都集中を分散

させるため、近年行政主導の街づくりがおこ

なわれ 2017 年に台湾人口第二の都市となっ

た。工場や企業の誘致も積極的に行われ、文

化施設や教育施設が都市の中心にあることが

特徴となっている。1 つのコンパクトシティ

として計画された台中の街が、どのように街

の光や人の活動に影響し、また台北の光と差

があるのかを調査した。

■台北の市街地

台北の市街地を大きくエリア分けすると、西

側が歴史的な建造物が残る旧市街となってい

る。現在も重要な政治拠点は西側に多く、歴

史的な建築が行政施設として現在も使われ、

夜間にはライトアップされ特徴的なシンボル

となっていた。特に国家総督府は丁寧に繊細

な光で照らされており、夜間も重厚感のある

魅力を放っている。

また東側は台北 101 など、高層建築や商業

施設やオフィス、ホテルなどの大型複合施設

がある新市街となっている。主要な道は旧市

街の門を中心に延びており、東門から伸びた

主要道路が台北 101 まで伸びており、高所

から眺めるとその連続している様子が見て取

れるのが特徴的な夜景となっていた。

■後から足された飽和する光

台北新市街地のビルファサードにおいて、特

徴的に感じたことが３つあった。１つ目は、

新旧の手法が並列して存在していることで、

古典的な大型投光器で広告を上下から照らす

手法が新しい建築でも採用されており、デジ

タルサイネージなどの比較的近年の手法と同

程度存在していた。２つ目は、ファサードの

光が多すぎて明るさが飽和していた。たとえ

ば白壁と思っていた面が、よく見ると器具不

良で暗い箇所に気付き、始めて発光している

壁だと気づくほど明るさに溢れていた。３つ

目は前２つにも共通するが、これまであった

ものを残しながら追加していく光が多いこと

である。例えば一部のランドスケープでは、

何が最初に計画されたものか分からないが、

植栽帯の LED フラワーと噴水 ( 滝 ) 照明、ボ

ラードライト、通路のポールスポットライト、

イルミネーション、広告照明など、さまざま

な要素が一ヶ所に存在し、光が飽和していた。

これは旧市街の古いものを残す文化が、新市

街でも同じように、古いものを残しながら新

しいものを追加していく、そんな風習がある

ようにも感じられた。そんな光が台北の特徴

ともいえる光ではないかと感じた。

■夜市

台湾には多くの夜市があり、夜街に出ること

が一般的で平日に関わらずたくさんの人で賑

わっていた。夜市の通りは小さな屋台が多く

連なり、競うように大小様々な手法の看板照

明や、商品を照らす明かりが重なりあってい

た。日本ではお祭りの様な勢いのある明かり

が、台北では毎日点灯していることにとても

驚かされた。

国家総督府

台北 101 から旧市街（西側）を見下ろした夜景

台湾は地理的に日本から近く、歴史的にも深いつながりがある。

台北 101 など高層建築や、最近では日本の建築家が設計した建物も有名

である。また古い建物のリノベーションも積極的に行われている。その新

旧混ざり合いながら作られている街が、どのように街の光や人の活動に影

響しているかを「台北」と「台中」2 つの都市から調査した。

周りが明るすぎて白壁に見える発光しているファサード

要素がとても多い新市街エリアの光
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旧市街のアーケード 現代の一般的なアーケード

アーケードの断面スケッチと町屋建築の様子

益民一中商圏

■台湾の街並み

台湾はアーケード付きの街屋建築が推奨され

ており、主要道路脇の建築は深い軒下とテナ

ントが連続しているのが特徴である。この作

りは歴史的にも長く、現在も国から推奨され

高さ 3.6m ｘ奥行 3.6m の構造となっている。

台湾の強い日差しを避けることが出来る深い

軒下は、快適性と歩車分離された安全性を保

っていた。軒下部は奥のテナント範囲となっ

ている様で、多くは店舗内と同じ手法の光が

設置されていた。手法や明るさもばらばらで、

夜間閉めてしまうお店は暗い場所もあった。

またこの軒下部分はバイクの駐輪場にもなっ

ており、きれいに並べられてはいるが光環境

が統一されてない通路は少々歩きづらさを感

じた。（木村光）

■台中の街

台中の街は台鉄 ( 台湾鉄道 ) と呼ばれる台中

駅舎から駅周辺に広がる旧市街と西側の西屯

エリアに突っ切る台湾大道を中心にして台中

の街が広がる。近年西屯エリアでは高級住宅、

商業施設、国家歌劇院など文化施設が建ち政

治・経済・文化の中心となっている。旧市街

に対して新市街と再開発エリアになる。この

エリアでは住宅建築にそれぞれファサード照

明が施されており、全体的に低い色温度に統

一されていた。住宅棟にしては過剰な照明の

演出だと感じたが周囲には低層部に高い輝度

の照明が少なく居住地域を中心に計画されて

いるエリアのように見えた。街の公園にはア

ートに照明が仕込まれ飽きさせないような試

みが見てとれた。

 台中市街を実際に歩いてみると車や原付バイ

クの量が多い事に驚く。車道はポール灯で照

らされているが車のヘッドライトの光量が多

く、横から照らされるため視認性が非常に悪

い。タクシーの運転手に聞くと地下鉄などは

不便で面倒だから基本的には車かバイク移動

がメインだとのこと。実際に看板やサイン等

目につくものの多くは車に乗った際に一番見

やすく設置されており、台湾の市内で多く見

られる横看板は一見不規則に見えるが重って

いることがなく、非常に整理されているよう

に感じた。

上記でも記されている通り台湾の都市部では

アーケード建築のそれぞれのテナントの明か

りでベース照明を賄っている事が多い。しか

し旧市街周囲では歩行スペースが確保されて

いないエリアも多数あり、人とすれすれの所

を大型バスが通っていくこともあった。新市

街へ近づくにつれ、アーケード建築とは別に

スペースが大きく確保され、鉄道の走る高架

下や国立博物館から商業エリアを結ぶ草悟道

には広い緑地帯や並木道が計画されたランド

スケープがある。ランニングコースや人が滞

留するようなエリアには４ｍ程の高さのポー

ル灯やベンチ照明、植栽のアップライト等が

設置されている。

西屯エリアの公園西屯エリアの高級住宅棟
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色温度の差異やグレアを感じる物も多く細か

い部分には配慮していないようだった。　夕

方になると多くの市民が散歩ランニング、帰

宅で賑わいそれぞれの時間を過ごしている。

西屯エリアに 2016 年にオープンした国家

歌劇院は夜間 21 時まで一階スペースを解放

している。地域の住民や学生がベンチでおし

ゃべりをし、施設前の広場では犬の散歩やパ

フォーマーが芸の練習をしている。噴水のカ

ラー照明は主張しすぎず庶民的な雰囲気にな

じんでいるように思えた。外観に設置された

LED モニターの輝度が非常に強く景観を損な

っていたのが残念だった。

■台中のゆとり

一中街夜市を歩くと付近に大学や多くの教育

施設が多いことから若い学生を多く目にした。

併設する益民一中商圏では LED の装飾照明が

これでもかという程の勢いで吊るされている。

それぞれが異なったパターンの動きをするた

め照明を目が追いきれない。広場にはステー

ジが用意され LED スクリーンをバックにギタ

ーで生演奏をしており、皆テーブルに腰掛け

歌を聞いたり友人や家族とのおしゃべりに夢

中になる人もいた。目で追えなくなる程の照

明が完全に背景となり歌やおしゃべりに集中

し始めると、音のない喧噪のようで不思議と

嫌な感じもしなくなる。皆楽しそうにしてお

り居心地は良かった。

対照的に草悟道の遊歩道から続く台中広場で

は入口付近や外縁にはポール灯で歩行の明る

さをとっているが広場には照明器具は設置さ

れておらず周囲環境に比べると非常に大きな

暗がりを作っていた。しかし広場の四方を背

の高い商業や明るいレジデンスに囲まれてい

るため実際の暗さを感じにくい。多くの若者

が敷物を持参しピクニックをしたり、中には

動画配信などもしている。夜市の明かりが明

るくアクティブに感じる事に対して市民広場

や周囲の遊歩道は皆、ベンチや床に座り暗い

中でおちついた時間を過ごしている。

広場や夜市で数人に声をかけ、台中とはどん

な街なのか、夜どのように過ごしているかを

質問してみると。仕事や学校が終わると友人

と集まっておしゃべりをしたり、特に用はな

くとも路上ミュージシャンの歌に耳を傾けて

過ごす事が多いとの事だった。気候が安定し

た台中では安心した生活を送ることができ、

台北のような満員電車などのストレスもなく

居心地が良いとの事。今後街がさらに大きく

発展していくことへの期待を誇らしげに答え

てくれた。

■台中の未来

台中は台北に比べ市内に多くの未開発の土地

がある為、新規の開発やインフラなどで飽和

状態となった台北から行政手動で多くの企業

が台中に誘致され、それに伴い他県からの人

口の流入が今後も見込まれている。

台北に戻る高速鉄道のプラットホームから一

台中夜市

大きな暗い空間が広がる台中市民広場

車両から見る看板照明

高架下に広がるランドスケープ

台中高速鉄道駅から

国家歌劇院

望できる大きな空地は台湾最大の商業施設が

計画されている。

このエリアは先行して高層マンションが建設

中で今後オフィスや教育施設、娯楽施設など

が続々と建ち高速鉄道の沿線に副都心が完成

する計画だ。これから 5 年、10 年と街が大

きく変化し、皆が望むような台北に並ぶ規模

の都市へ成長する台中に期待する半面、今回

訪れて感じた夜間の豊かな時間の過ごし方や

場所が残っていくとよいと感じた。 　　　

逢甲夜市

■台北と台中

2 都市の生活や街の様子から見えてきたのは、

光が飽和し混沌とした台北の都市に対し、台

中ではしっかりと計画された都市の中で、建

物や人の間にも適切な余白が保たれており、

それが光にも適切な暗さを作り出していた。

これからの計画の中で、昔のものを残してい

く台湾の考え方とあわせ、その心地よい夜の

光が保たれていくことを楽しみにしたい。

                                             ( 渡邊元樹 )
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出張探偵団 in 飛騨古川

2023.08.26　木村光＋東悟子

飛騨古川は岐阜県の北部に位置し、山に囲まれた盆地で

ある。古くから残る白壁の街並みやお寺、1000 匹ほど

の鯉が泳ぐ清流瀬戸川とをめぐる街歩きを開催。懐中電

灯を参加者に持ってもらい、照明実験をしながら、飛騨

古川の夜景を考える会を行った。

「市民が誇れる夜景を作りたい」という飛騨市
の依頼を受け、飛騨古川の方々との街歩きと
照明実験を開催した。古川の街は歩いて気軽
に廻れる範囲に、古くから残る寺や酒蔵、清
流などがある。街並みも日本建築の作りが守
られており、美しい街並みが保たれている。
１８名の参加者と、夜の古川に目を凝らし街
歩きを行った。　　　　　　　　　　（木村光）

■探偵団レクチャー
街歩きに繰り出す前にまず街づくりにおける夜
間景観や照明の大切さを面出団長からレクチャ
ー。また東団員、木村団員から探偵団式街歩き
の方法も解説し、照度計の使い方、懐中電灯の
使い方などを伝授した。その後、飛騨市長の夜
間景観に対する思いを面出との対談を通して語
っていただいた。「飛騨古川の人が誇りに思う
夜の景観を作りたい」、市長の思いはその一言
に集約されているように思った。　　（東悟子）

■街歩きと照明実験
飛騨古川には「三寺参り」と呼ばれる３つの代
表的なお寺がある。その１つ円光寺でレクチャ
ーを行い、そこから他２つの寺を巡るように街
歩きを行った。
街中には通りごとにデザインが異なる街路灯が
あり、夜にはそれが通りの特徴を作っていた。
一般的な防犯灯ではなく、和風の街路灯は街の
雰囲気に気に合っていて良いという意見が多か
った。またいくつかの種類の街路灯には、蜘蛛
の巣が多く付いているものがあり、見比べると
色温度が高いものや形状的にランプが見えてい
る開放型なものが多いのではないか、という踏
み込んだ意見もあった。
また街の中を流れる瀬戸川は、酒造の白い倉壁
が連なり風情のある通りとなっている。各自が
持った強力な懐中電灯で川を照らし、その反射
を白壁に映し出す実験などを行いながら、光の
効果を楽しむ実験も行った。特に川に光を当て
ると、泳いでいる鯉が光に集まり美しくとても
好評だった。

■まとめ
古川には街の雰囲気を壊す様な光が少ないこと
に驚かされた。地元の人と街歩きをすることで、
古川に住む一人ひとりの街を守る意識により、
美しい町並みが保たれていることがとても感じ
られた。市民が夜の街並みにもより目を向けて
意見を出し合えれば、おのずとより誇れる夜の
街並みが作られていくのではないか。（木村光）

古川の街に出て、光の英雄と犯罪者探して歩いた

街歩き発表の様子街歩き後のまとめ　活発な議論が行われていた

夜間景観の大切さ語る

瀬戸川に懐中電灯を向けて光の効果を楽しんだ

都竹市長と面出が対談　古川の夜景について語る

瀬戸川と酒造白壁の風情ある街並み
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オンライン活動
面出団長とお友達のラウンジトーク　水辺のあかり

2023.11.27　　東悟子

第 3 回となる YouTube 生配信の『面出団長とお友達の

ラウンジトーク』。テーマは水辺のあかり。テーマにぴっ

たりなゲストの陣内秀信さんと 1 時間の楽しいお話を配

信しました。

1 年ぶりの配信となった『面出団長とお友達の

ラウンジトーク』。3 回目のテーマは水辺のあか

り。建築史家の陣内秀信さんをゲストとしてお

招きし、1 時間のトークを生配信しました。

陣内さんは大学卒業後ヴィネチアに留学されて

いたこともあり、水辺の都市計画を長年研究さ

れています。照明探偵団のイベントで水辺のあ

かりがテーマの時は必ずと言っていいほどお招

きし、陣内さんの意見を伺ってきました。

今回の配信では、1996 年に行った照明探偵団

連続実践講座や隅田川を屋形船で廻ったツアー

の話、1998 年に 2050 年の東京夜景を予測し

てもらったインタビューの振り返り、また

2016 年に開催した 2050 年展で LPA が作成

した東京の水辺のあかりプロポーザルも見てい

ただき、これからの水辺のあかりをどうしてい

くべきか、またポテンシャルがある地域はどこ

なのかを語っていただきました。

事前打ち合わせでは 45 分位で終ろうと話して

いたのですが話が尽きず、いつまででも話せそ

うな団長と陣内さんでしたが、1 時間番組なの

で、少し尻切れトンボのようになりましたが、1

時間で終了しました。

次回はラウンジからではなく、実際に水辺を陣

内さんと歩く企画を計画したいと思っています。

動画配信はアーカイブされていますので、トー

クの内容は是非放送を視聴ください。

次回のラウンジトークもお楽しみに。

■ Coming Soon!!

『照明探偵団　夜景放送部～ Lighting Journey

～』配信決定

今まで写真とテキストだけで報告してきた都市

夜景調査に動画を導入。動画でしか切り取れな

い、動きのある夜景をお届けすることで臨場感

のある調査報告になることを狙っています。

今年はすでに岩国、宮島、ウルムチ、台北、台中、

出雲など、それぞれ面白い調査がすでに完了し

ており、動画撮影もしてきてくれています。

音や動きの入った映像は、迫力もあり、また没

入感もあります。夜景に特化した動画なので、

よくある旅番組とは切り口がちょっと違う仕上

がりになってきておりますのでお楽しみに！

動画が完成次第、順次 YouTube で配信してい

きますので、是非ご覧ください。

照明探偵団 YouTube Channel

www.youtube.com/@lightingdetectives9739

LPA のラウンジから生配信

街歩きの様子　スマホで写真を撮ったり、照度を測ったり 街歩きの途中で寄り道　何を祈っているのでしょうか

動画の一部を先だしです！

水辺をテーマに建築史家の陣内秀信さんをお招きしてお話を伺いました



【照明探偵団の活動は以下の 20 社にご協賛頂いております。】

ルートロンアスカ株式会社

ウシオライティング株式会社　

岩崎電気株式会社　　

カラーキネティクス ･ ジャパン株式会社

株式会社遠藤照明　

パナソニック株式会社

ERCO / ライトアンドリヒト株式会社

大光電機株式会社

株式会社 Modulex　

エイテックス株式会社

スタンレー電気株式会社

コイズミ照明株式会社

株式会社 YAMAGIWA

東芝ライテック株式会社

トキ ・ コーポレーション株式会社

湘南工作販売株式会社

山田照明株式会社　

ルイスポールセン　ジャパン株式会社

DN ライティング株式会社　

三菱電機照明株式会社

探偵団通信に関してのご意見 ・ ご感想等随時受付中です！

お気軽に事務局までご連絡ください。

照明探偵団通信　vol. 126 発行日 =2023 年 12 月 04 日

発行人 = 面出薫　

照明探偵団 ・ 事務局　〒 104-0051　東京都中央区佃 1-11-8-1F　ライティング プランナーズ アソシエーツ内 （東悟子）

TEL ： 03-4500-6380　FAX ： 03-4500-6383 　e-mail ： office@shomei-tanteidan.org　http://www.shomei-tanteidan.org


